
飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 8 4 年度，飛鳥藤原寓跡発掘調査部では飛鳥地域において，石神追跡，水落遺跡，飛鳥寺跡

およびその周辺地域，川原寺跡，橘寺跡，蝦浦寺( 宮) 跡，l I I m寺跡など1 6 件の発掘調在を実施

した（2 0 頁参照) 。ここではそのうち主要な発掘調街についてその概略を述べる。

1 ．石神遺跡第４次洲査

飛鳥寺の西北隅に接し，水落遺跡に南で接するイi 神遺跡は，1 9 0 2 年に噴水装侭とみられる須

弥山石・石人像が出土したことでよく知られている。当調査部では1 9 8 1 年から継続して洲在を

行ってきた。その結果，須弥山石の転落位慨が確認されるとともに，イi 組溝，石敷を伴う掘立

住建物，南の水時計地区と北の饗宴地区を区面する基壇付きの東I ﾉ q 塀などの貰軍な遺構の発見

が相次いだ。今回は過去の調査成果をふまえて，各時期の遺構の範州確認とその実態究明を| Ｊ

的に実施した。調査地は束で第２次調査区に接し，南で第３次調査' 又に接する水H 1 で，東西約

5 0～５３ｍ, 南北2 8～３０ｍである。‘ 険出適職は7 1 1 1紀前半から中' 1 t におよぶが，ここでは7 1 1 t 紀

中頃から８１化紀初頭にかけての遺構を取りあげる。この時期の遺織は建物．塀の方位，電複関
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係，嬢地土，出土進物からｌ

～K の４期に大別でき，Ｉ期

をさらに２期に細分できる。

１－１期井戸１，掘畝柱建

物２，；r i 組満４，方形区両，

7 . i 敷がある。建物の方位は刀

眼北に対して東に約２．振れ

る。建物の柱抜取状態はまず

柱周州を不終形に掘り下げ，

その後ほぼ直上に柱を抜き取

り，山上で埋め戻すという特

徴がある。これらの点はＩ．

Ⅱ期に共通する。

井) ｉＳＥ８００はくり抜いた

妓大I I j 狐８ｃｍの杉板材を２枚

組み合わせて井戸枠とし，

その周朋に人頭大の飛石を方

形に敷き，（i 敷縁として側ｲ ｰ ｉ

を立てたものである。ノドノｉの



北には一段低い排水櫛を! 没ける。｛i 敷は，東l ﾉ L i が5 . 3 ｍある。I * i 北脱使を側( i からみると､ 1 1 初，

南隅から４．８ｍで側ｲ i が| ﾉ L i に折れるが，次期には６．７ｍの位慨でI ﾉ L i に折れ，｛i 散を拡張してい

る。ノ| : ノ「の深さは３．８ｍあり，約３ｍほどﾉ | : ﾉ i 枠が残る。ノ| : ﾉ i 枠のWI i 形は紡鈍形で，火I ﾉ L i の

内法はMI i で1 . 3 7ｍ，底I I I i で１．２ｍ，南北の|ﾉ ､ l 法は仔々 ０．８１ｍと０．６７ｍである。ノ| : ﾉ i 枠の北

と南には，底I I I i の近くに４０～４５ｃｍの孔があく。掘形側にイi をI ; I I i めており，おそらく取水1 1の

役判を果していたのであろう。なお，ノ| : ノi からは多数の上器．木器が' ' １ｔした。

ノ| : ﾉ i の火と| ﾉ ﾘ にはイi 敷の側イi ⅢI |形と砺俊して束' 八i にＳＢ7 5 0 . 8 1 0が建つ。辿| ; , ! , の切り合い関

係が，柱掘形｡＞側イi の伽形→柱抜収穴のl l I i なので，ｊｌ: ﾉｉと建物はl 1 i I 時に〃: / I ; していたことは確

かである。ＳＢ７５０は桁行８１&' （| : １２間2. 27ｍ制Al ) ，難行３間（椛間２. ( ) ｍ等間）の唯I ﾉ L i 陳建物で，

桁行の' ' 1 央に間仕切りがある。ＳＢ８１０は桁行８間以上（柱間2 . ( ) 8 ｍ等間) ，梁術２間（住間

2 . 6 ｍ等間）の東' 八i 陳建物である。

，' f 組満にはＳＢ７５０の束に北流するＳＤ730 . 3 3 2 , |櫛にI ﾉ L i 流するＳI ) 7 4 4 , 1 ﾉ L i にＳＢ８１( ) と履峻

して北流するＳＤ７９０がある。側｛i はＳＤ３２２にｌイi 残るのみで，他は抜き取られ，ＳＤ７４４以

外の瀧には底〈｢ を蚊く。なおＳＢ８１０とＳＤ７９０は雁陵部分の施I : l l I 1 I j うからみて，共存してい

たと思われる。

ｊｌ: ﾉ i の南刀にﾉ j 形|>〈I l I 1 i S X760がある。||l i I { ２０～30ｃｍ, 深さ２５ｃｍの瀧状の深みが一辺約４

ｍで方形に巡る。瀧状深みの' ' １央部は粘上化し，北I ﾉ L i 隅で先端を束にした災さ約３０ｃｍの釘

が出上した。釘には縦ﾉ 〔j l 向｣ と峨力･ ' １' 1 1の木| |が残っているので，〃形の櫛状態みには| ﾉ ' { 隅を釘' 1留

めにした木材が埋没されていた１１J 能性が強い。
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１－２期井戸１，掘立柱建物２がある。井戸はｲ i 敷が北へ拡張された時期である。ＳＢ７４５は

桁行５間( 柱間1 . 6 5 ～2 . 9 5 ｍ），梁行は北妾３間( 柱間1 . 9 3 ｍ等間) ，南妾２間( 柱間2 . 9 ｍ等間）の

南北棟建物である。ＳＥ８００の西にあるＳＢ８１１は，桁行６間以上( 柱間2 . 6 ｍ等間) ，梁行２問

( 柱間２．５ｍ等間）の束西棟建物である。井戸周辺のｲ . i 敷の拡張に伴って，ＳＢ８１０とほぼ同規模

の建物を北へ約２ｍずらして建替えたものと想定される。

Ⅱ期掘立柱建物３，掘立柱塀２，価組瀧１がある。ＳＢ７３５は桁行３間（柱間2 . 4 ｍ等間) ，

梁行３間( 柱間2 . 0 ｍ等間) の南北陳総柱建物，ＳＢ７３６は桁行３間( 柱間2 . 4 ｍ等間) ，梁行３間

( 住間1 . 8 ｍ等間）でやはり南北棟総柱建物である。両建物は西側柱筋を揃え，菱柱間の心々距離

で約９ｍ離して，南北に配列する。ＳＢ７３５の柱掘形は東西約７．５ｍ，南北１．２～２ｍ，検出面

からの深さ１．５ｍの布掘り工法で施工されている。さらにこの建物の' [ I 周に，柱心から北, 南，

束の三方が約１．６ｍ，西は約２．８ｍにわたって石数が巡る。石敷と建物の柱との間には溝が巡

っており，この溝を建物とイi 数との間に設けた縁石の抜取跡とみると，建物の床下は外周石敷

より一段高くなっていたと推定できる。西而石敷の西側にはバラス敷ＳＸ７４３があって，進存

する範開は狭いが，当初はＳＢ７３５の周囲に幅広く敷かれていたと思われる。石細瀧ＳＤ７３４

がこの建物の南面伍敷のI ﾉ L i 延長線にほぼ一致して，西流する。側ｲ i に一ｲ i をたて並べたもの

で，底石はない。調奇| Ｘの西端にあるＳＢ８２０は，桁行６間以| 君，桁行２間以上で，いずれも

柱間２．４ｍ蝶間の南北棟とみられる建物である。

掘立柱南北塀ＳＡ6 7 0 . 7 7 5 は洲杏区西半部にあり，北と南は淵在| ｘ外に延びる。ＳＡ６７０は

16間分( 柱間1 . 6 9ｍ等間) ，ＳＡ７７５は11間分（柱間1 . 8～2 . 2 5ｍ）を検川した。

Ⅲ期掘立柱建物２，掘立柱塀３，小鍛冶炉跡がある。遮櫛の方位は方眼北とほぼ等しく，

住抜取法は１．Ⅱ期とは異なり，柱掘形を壊す工法である。ＳＢ７７０は桁行８間( 柱間2 . 1 ～3 ｍ) ，

梁行２間（柱間2 . 4 ｍ等間) の南北陳建物である。抜取穴からは藤原汽期の土器が出土した。ＳＢ

７４２は桁行２間以上( 柱間2 . 4 ｍ) ，梁行２間（柱間2 . 4 ｍ）の南北棟とみられる建物である。ＳＡ

７３２は洲制又東端にある南北塀で，北はi 淵杏区外に延びる。この1 判北塀は，！淵査区南端で束I ﾉ l イ

塀ＳＡ７３１と接続する。洲査区内でＳＡ７３２は1 6 間分( 柱間1 . 6 5 ｍ) を，ＳＡ７３１は２間分（柱間

2 . 1 ｍ) を検出した。一方，ＳＡ７５１は洲査区東半にある南北塀で，Ｉ淵盃区内で1 1 間分( 柱間2 . 1 ｍ

等間) を検出した。ＳＸ７９５は調査区' [ i 端の北寄りにある。一辺０．６ｍの範囲に黄褐色粘土を敷

き，その巾央部が熱のために赤変して焼きしまっている。

ハ期掘吹柱建物１，州立柱塀２，素掘り液２，ほかに土峨が数多くある。辿織は刀眼〃位

北に対して，西に約１．５° 振れる。ＳＢ８３０は桁行３間（柱間2 . 0 ｍ等間) ，梁行３間（｢ | ｲ 央柱間２．９

ｍ, 脇柱間1 . 5 ｍ) の南北陳総柱建物である。この南面と束而にＬ字状に折れ曲がる塀ＳＡ７８０と

ＳＡ７８１とがあって，この建物をとりかこむ。淵沓区内で，ＳＡ７８０を８間分( 柱間2 . 4 ｍ等間) ，

ＳＡ７８１を６間分( 柱間2 . 7 ｍ等間) を検出した。淵在区の束半には２条の南北瀧ＳＤ６４０とＳＤ

６４１がある。いずれも素ﾙ ﾙ りで，北流する。このほかに7 1 1 1 : 紀後半から8 1 1 t 紀初頭の土器が州

４



土したＳＫ７４８．７４９．７５５．７６２～７６４．７７３．７７４．７７６～7 7 9などの上城が多数ある。

遺物瓦，‐ | : 器，土製11 1 1 , , 金屈製品，木製I l i I 1 I ，（i 製I Wi のほか，玉類，動・hI 1 i 物遺作体など出

－１皇遺物は多随多彩である。ここでは特徴的なものだけ取りあげる。

瓦類は生にＳＢ７３５を裡う１１淵色粘土〃' i から' ' １. 上した。i l i l : 瓦はI l i l : 九瓦26点で，その人半は単

弁８弁の角端点珠をもつ軒丸瓦と飛烏寺創建時のそれに類似した1 M弁1 0 弁１i l : 丸瓦である。

土器には，純文_ ' 二器，弥' L l ﾐ l : 器，古境時代の土師器・鎮恵器をはじめ，巾I I t の瓦器などがあ

るが，なかでも7 1 1 1 : 紀' ' １頃から8 1 1 t 紀初頭の時期( 飛脇Ⅲ．Ⅳ．Ｖ) の_ I : 師器，弧忠器が圧倒的に

多い。特にＳＥ８００の埋土からは飛X Mj l l I 期と考えられる約2 0 0 仙休におよぶ上器がｌＩＩｌ: した。

ほかに頚・胴部に楕円形の列点文・錨歯状文・点､ ド| ' ｣ 文をめぐらした新羅上器壷，内l I I i のみを

燃した東北地方の蝋色土器杯がある。土製ＩＩＩＩＩ１には９脚に

復原できる獣脚脱のほかに，’ 1 1 1 ( I i 0 l ，上馬, 、フイゴの羽

| ｜がある。

金属製品には大城の鉄製品のほか，銅製砧もある。鉄

製品は主に藤原寓期の整地土・土峨から出土した。雛，

斧，鎌，刀子，ヤリガンナ，カスガイ，釘などの多くの

砿類がある。なかでも鍬は１５０点以上あり，特に注| ｜さ

れる。

まとめ今I I i I 検出した7 1 1 t 紀I l I 頃から8 1 1 t 紀初頭にか

けての辿撒を，過去の洲査成果とともにまとめておく。

１－１期と井了ｉＳＥ８００のイi 倣側｛i を改作した１－２期

との時期は，井ﾉ i 出土土器から，7 1 1 t 紀半ばをやや降る

時期と考えられる。第３次洲杏で饗宴地I > 〈と推定した塀

ＳＡ６００の北側にはｲ . i 敷を伴うﾉ | : ) i をi l 1心に大規模な建

物を配する。このありかたは，今後饗宴地区の柵造を知

る上で砺要な乎懸りになるものと思われる。１１期の時期

には，塀ＳＡ６００の位綬は，塀ＳＡ５６０として踏襲され

るが，井戸，イi 紺溝は埋められ，建物配侭も異なってい

る。その時期は7 1 1 1 : 紀後半でも火武帆の時期に求められ

よう。さらに１期と1 1 期の間には，単なる改作にとどま

らない大きな1 曲i 期がある。饗換場として利用され統けた

ものであるか綿か，この一帯がI I L くから飛鳥浄御原脚跡

と推定されてきたこととの関辿を含めて，なお恢砿な検

討･ を必要とする。Ⅲ期は天武朝の後半期と推定されるが，

先の２期とは根本的に異なる単位のもとに: ' 1 地域が利川

５
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されていたと考えられる。１N~期は藤原' 肉' 期にあたり，Ⅲ期の南北塀の位慨を踏襲して奈伽1 1り溝

が掘られ，そこから離れたI ﾉ q北部は塀でI x I I 1 1 i される。この塀で州まれた建物は，この地|Ｘの｢ ' ’

心建物とはi 了いがたい。従来この時期の辿物は大' 1 t に出土していたにもかかわらず，進僻は稀

薄であった。今1 1 1 1 , 建物・塀を検出したことにより，藤原窟期における利川形態の一端も明ら

かになったといえよう。

2 ．水落辿l Mi 第５次洲査

史跡整備のための資料を得るＩI 的で行った調査である。洲介地は時計台の建物のすぐ北側

で，昨年まで' 11飛) : ､ § 小学校の校舎が建っていた跡地である。発＃l I した範|州は，東西２５ｍ, 南北

約６ｍ，Ⅷ種１５０，２ほどである。

、検出した辿椛は１期．Ⅱ期の_ ﾕ 時期に大別でき，Ｉｌ期はさらにⅡ－１期，Ⅱ－２期に細分で

きる。Ｉ期は時計台の建物と| , j 時期で7 1 1 1 : 紀｢ | ' 頃を少しドった時期にあたり，Ⅱ－１．’ １－２

期は，７世紀後半でも中頃以降に州当する。この時期区分はｲ I : i 神遺跡のｉ・I I l I I j 期に州応するｃ

１期の遺構には，掘立柱建物１，木樋３，鋼管がある。掘立柱建物ＳＢＯ１は時計台の建物の

外周貼り石瀧のすぐ北にあり，東西９間（2 4 . 3ｍ) 以ｋ，南北１間か２間( 4 . 2ｍ）の東西棟であ

る。桁行の柱間Ｊ･ 法は，2 . 7 4 ｍ奪間。時計台の建物や，その南に建つ＃1 M/ : 柱の付属建物と柱筋

が通っており，これらの建物が一連の計l I i i i で造営されたことは確実である。柱ｊＩｉ形は方１．６ｍ，

深さ１．５ｍととくに入きい。柱は径３８ｃｍの円柱で，すべて抜き取られており，時訓･ 台の建物

と同時に解体されたことが知られる。この建物の地下には，水を流すための鋼管や木樋が縦横

木樋Ｈ木樋Ｅ

ＩＲ

職蕊鍵簿霧測

－－丁 ‐ ‐ ‐

/ k 解遺跡第５次洲侮遺柵似’

1５ Ⅱ

に張りめぐらされている。鋼管は内径が0 . 9 ｃｍ

の細いもので，長さ６．５ｍを検出した。1 9 8 1 年

に時計台の建物の中央で発掘したものの北延長

部にあたり，今I I 1 l までで総長１８．２，分を検出

したことになる。釧梢: は建物ＳＢＯ１の地下で三

又に分かれており，一本はそのまま北へのび，

枝分かれしたもう一本は建物の北端で地上に立

ち上がる。後肴は長さ３０ｃｍを残すのみで，先

端は失われている。‘ I 州を地｢ | 』に埋め込むにあ

たっては，まず，水くずを漆で漆りl I I i l めたもの

でくるみ，さらに，これをI 脳１０ｃｍほどの材木

を木樋のようにくりぬいた' ' 1 におさめて，てい

ねいに埋めこむ。時計台の建物の１１｣ 央から北へ

次第に低くなり，分岐点までで８０ｃｍの落潅が

ある。この鋼梢: は，時計台の建物内から北方へ

/ k を導くための迦水猫: とみられ，水然遺跡の北

Ｉｉ
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飛鳥寺西回廊（Ｊ地点）の調査市庫改築に伴う事前調査である。１９５６．５７年の調査成果によれ

ば，調査地は1 1 1 1 剛I ﾉ L i 北隅に近く，Ｉﾉ L i l n l 廊から寺域西限施設までの間と惟定された。調査の結果，

I u l 廊雄壇の雄底部とみられる商まりを検出した。この高まりは版築状の薄い粘上I v l からなり，

‘ 淵汽区の東端から西へ約３ｍの位淡で急激に落ちている。この上面のI ﾉ L i 端に，南北ﾉ ﾝ 向の細長

く浅い土峨がある。もしこの高まりをI I I l 廊韮塊の一部と考えれば，この上砿を縁ｲ i 抜取痕とみ

ることができる。商まりに接して，｜凡i 側には瓦肺, | がI I J K さ約２０ｃｍで広がっている。瓦は敷かれ

た状態ではなかった。瓦l I Y i はｲ ､ ' ４出した上器などからみて，奈良時代の盤地臓だろう。調査Ｉｘの

I u i 端で，南北瀧の火半部を検出した。浅いＵ字状を. 鰹した素＃( ｛り満で，位侭から飛烏寺の西限

をl x I I 1 j i する施I 没に沿って南北に延びる瀧とみられる。ムI j 肘で渡われており，櫛の埋土から多岐

の瓦片とともに，7 1 1 t 紀I | ' ｕｉ～後半の土器片やI I J 而呪がM| 土した。なおこの南北櫛の下で，力

０１，，１

マドを作りつけた竪穴住崎を検出した。’ 1 1 土

上器や胴位から6 1 1 t 紀代と考えられる。

飛鳥寺西門（Ｋ地点）の調査農小姥建築に伴

う事前調杏で，‘ 淵査位職は安AI } 院のI 凡i 約7 0ｍ

である。1956年の調森（飛脇寺第１次）でi ﾉ L i i I I j

の迩櫛の一部を検出しており，この淵奄区の

東端に幽門南四部がおよぶと推定される。一

方，1 9 6 6 年には今回の洲釘又のI ﾉ L i と南とにあ

る水川で，揺原考占学研究所が調査を行い

( 飛鳥〃( 第' １次) ，イi 数やｲ i 組瀧などが検出され

ている。さらに北の水Ｈ１では1 9 6 9 錐の！淵沓

、
瓦剛
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方には，特殊な水カラクリの仔在が想定できる。

木樋は２条ある。木樋Ｅは外寸で，Ｉ陥・深さともに約３０ｃｍ・水時計で使う水を取水したあ

との余剰水を北に流す暗渠で，建物ＳＢＯ１の地下を南北に通って，北へ抜ける。木樋Ｇは本体

は進存していないが，その据え付け痕を検出した。建物ＳＢＯ１の南縁に沿って東から, ﾉ １１へとの

び，木樋Ｅや釧縛の上を立体交差して，さらにI ﾉ L i へ述なる。木樋Ｅとほぼ同規模で，全長１８，

分を確認した。木樋ＧはＳＢＯ１のi ﾉ L i よりで，北へ折れる木; 樋Ｈに連結し，建物外の北へ続く。

木樋Ｈは本体は進存しないが，外寸| 冊５０ｃｍで木伽Ｅ･ Ｇに比べて一まわり大きい。全長６，

分を確認した。このように，水然辿跡の付近一・帯には，水時計を' ' ' 心に，銅符や木樋を使った

地下水路が複雑に張りめぐらされているのであり，今後，全体像の解明が期待される。

なお，１１－１期には束' 八ｉ７間，南北２間の掘立柱建物が，１１－２期には火i ﾉ 1 . ｉ４間以l 君，南北３

間で，北l 胴付きの火I ﾉ L i 陳とみられる伽I | 立柱建物がある。１１期の建物群は時計台の建物を撤去後

に建てられており，７世紀後半に，この地域の土地利川に人改造のあったことが知られる。

3 ．飛鳥寺周辺の遺跡

ジ
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飛鳥寺刈１W( Ｋ地点) 調査辿椛隠

一８－

( 飛貼京第18次) で，イi 組溝の延長部が確認されており，今i 淵盗凶こも一連の辿備がおよぶものと

推定されている。そこでこれらの成果にもとずいて，i l i l 1 I j ，および周辺部の実態究明を|I 的に

調査を実施した。

洲査の結果，南北トレンチで二極の積土脚を確認し，束I ﾉ L i トレンチでI ﾉ L i から順にイi 組小瀧，

石組大瀧，衝列等を検出した。西' ' １については明確な辿櫛を検出できなかったが，その位『，f か

らみて，南北トレンチの積土層が西門の基塩土の一部と砦えられる。積上肘の_ l 蒼而には小ｲ i の

抜取痕跡があった程度で，礎石や基壇縁石などの抜取痕跡は確認することはできなかった。飛

鳥寺第１次調盃で検出した礎石上面高の推定値より，今I nl の祇土届の検出I I I i 商が，約４０ｃｍ下

であるのを考えると，基聴土r 1体が後仙に大きくWl l 平されているのだろう。

イi 組小瀧( ﾘ｢↓ ‘ 淵在SD6684) は上幅４２ｃｍ, 深さ１３ｃｍの南北瀧で，隆さ１．２，分を検出した。

南側での調査分をいれると南北総長2 6ｍ以上となる。溝は牒・瓦ハ．を含む幣地胸を切りこんで

作られている。側ｲ L i は２０ｃｍ大の玉石一段からなるが，西側が総じて大振りである。しかも幽

側石が据え付け溝の底にあてているのに対して，東側ｲ i はｌ０ｃｍ余浮いた状態にある。溝の東

西にみられる整地脳の述いを亜祝すれば，西側ｲ i は西にある: 』! “ の縁石の可能性が: 砦えられるｃ

イi 組大瀧( 県調査SD6685) は上幅１．２５ｍの南北瀧で，優さ１．２，分を検出した。この灘はす

でに検出されているイi 組渉と一連であるから，飛烏寺寺域I ﾉ I L i 限にそって，すくなくとも南北約

1 2 0 ｍにわたって設けられていることになる。側石は８０ｃｍ大の花尚器，河腺石一段からな

る。側石の上端の高さをみると，東側ｲ . i の方が約10ｃｍ高い。側ｨ L i の姿込めから, 多並の瓦片．

素掘り溝の下の

２ケ所で柱穴を

検出した。いず

れも一辺１．２ｍ

以上の人型の掘

形である｡ 出上

℃｡

裳

｡．‘晶弓『' '零
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時期が異なるとみられる。唯脇寺のI ﾉ WL j は『１１本! I ＃紀』に! ; L l された槻水の座場の仔在が想定さ

れており，その・角とみられるイi 神遺跡では，7 1 1 1 : 紀に人改造された辿備群が亜唆しているこ

とが判明している。’ ﾉ l i l I I j I ﾉ LMj で検l l I されたイi 細櫛，（i 列呼についても|' ｊ様の状況ドで造作・撰

備されたものと皿解できる。

4．磯浦寺・ＩＭＩ浦‘ 内' の, 淵代

向原寺のハi 仰改築に{ ､ |くう‘ |；前洲f 1 f である。ハI i l 知のように周辺一・州; は蘇我氏が造憐した暇浦寺

あるいは推占犬I ; ｌの暇浦1 1 ; | ' の故地に比定されており，すでに数' 1 1 1にわたる‘ 淵介が火施されてい

る。1 9 5 7 ｲ ドには奈良県教育委只会によって，境内で' ' ' ' ' 1 : の礎ｲ i 建物，その南接地で7 1 1 t 紀後半

の瓦をともなう二頭ﾉ I 軸の建物，さらに南で黙と碓疋される辿附が検出されている。1 9 8 0 年に

は､! ' i ‘ 淵侮部が薬Ⅲ|i ' 暇の改築に{ ､ ' 4って，’ ' ' ' ' 1: の礎/ i 処物をI I I 1淵在した結果，この建物は鎌倉時代

初めにI I j : 雌された床板雌りの仏' １| ( : で，判11 1 . 時代後､ ' 4に焼失したことと，そのドル1に創建時のﾉ ﾑ

恥とみられる版築〃1が存7 ' ; することが判| ﾘ j した◎今l I i l は，創建期ﾉ , 軸の脱僕やｲ ド代，さらにド

r l 遺構のi / J § 術の確認を||的とし，束|ﾉ L i ２２．５ｍ, |* i 北７．７ｍの範州で発掘調侮を行った。検出し

た主な辿購には，創建時の暇浦寺にかかわる辿附と戦浦寺創建以前のド臓辿随とがある。

豊浦寺の遺概Ｉ淵州Ｘの北半部で，創建期の版築ﾉ I 軸を検l l I した。ノ, 戦: ( は＃1 1 り込み地業をせず

に，占峻時代の辿物を念む蝋附色_ | : や先行する換地_ | : の上に' ' 1 〔峻版梁して築く。版築〃' i は黄附

色1 1 1 上とI 1 i 灰色1 1 1 上とをi ﾐ 体に，１ﾉ : 均５ｃｍのA X さで枝み頑ね，蚊も辿仔状態の良い所で，尚

さ1 . 1 ｍを残す。版築士' ' 1 には丸瓦や平瓦の小ハ･ がかなり含まれていた。ノビ野i i の上面は近1 M: に

亜

卿

制

１０ｍ

噸I | 群細在辿櫛図

９



著しく撹乱されており，鎌倉I i j : 建仏堂の礎ｎ位侭を示す辿撒すらすべて破壊されていた。

' 淵炎I Ｘ南半部ではひと抱えほどの大きさの花尚岩玉石や』“ 化粧の凝灰岩切ｲ i を極I t I して束

I ﾉ L i に並べたイi 列を検出した。このｲ ｬ列は創建』, 贈壊の南縁をI I I 1 i する雨落潅のI 櫛側ｲ i と砦えられ

る。全長約１８ｍにわたって遺仔し，発掘|ｘ外に延びる。ノ, 軸化粧ｲ . i はすべて抜取られていた。

雨落溝のすぐ南には２５ｃｍ前後の大きさの二K ｲ i が敷かれており，さらにその南側は人頭大から

拳大の玉ｲ ．i を使ったｲ i 数へと続く。雨落瀧と- K ｲ ．i 散は下胴から出土した土器からみて，奈良時

代以降にI 没けられたことは明らかである。創建時には乃軸だけでその外側は盤地土がそのまま

境内1 ｍになっていたとみられる。

今川検1 1 ) した基壊建物は，暇浦寺創建時に遡る主要な建物の一つである。雄蝋の規模は前Ｍ

のi 洲汽成果を総合すると，束凹３０ｍ以上，南北１５ｍとなり，建物は大規模な＃〔西陳礎石建物

であったと碁えられる。その規模や位瞬から，この建物は識蝋の可能性が1 1 . ｉい◎建物の方位は

方眼北に対して，西へ約１９n振れている。また造営した時期は，基壇南側から多雄に出土した

単弁軒丸瓦や丸瓦・平瓦から7 1 1 t 紀の第２四半期とみられる。その後，奈良時代以降に雨落溝

や張ｲ i 数がつけ加えられ，1 0 1 1 1 : 紀以降に倒壊ないし焼失したものと考えられる。鎌倉時代初頭

になって，この韮型の束寄りの部分を利州して･ 仏堂が再建されたが，この建物も塞町時代後､ 雁

にはi I j : び焼失したとみられる。なお，ノ, 蛾築成に先行する上城からは飛鳥寺とl I i l 随の噸弁! | i l : 丸

瓦が多数出土し，また版築土からも瓦が出土しているから，この大規模なＪ, “ 建物に先行して，

別に瓦葺きの建物が周辺に存在した可能性が強い。

下層遺構ノ鯉' 1 とその南にひろがる盤地胴の．ド胴から石敷をともなう掘立柱建物などを検出

した。建物は桁行３間( 柱間約1. 56ｍ聯間) 以|: ，梁行３間( 住間約1. 83ｍ等間) のI 櫛北陳総柱建物

である。柱伽形は一辺１ｍ，柱の復原径は約３０ｃｍあり，建物の方位は刀眼北に対して３０．西

へ振れる。施I . : 順序は，まず' 11地表面に掘形を穿って柱を. t / : て，その上にI ' 』ﾐさ約１０ｃｍの盤地

- t を樵りｋげる◎北災椛筋から北へ約１．５ｍの位侭には窄大の－１ﾐ ｲ i を並べ，その北側に玉ｲ i を

敷いて建物周州を化粧する。その後I 凡i 側の斥陵から土が流れ込んで玉石が埋没するに及んで，

建物の内側や周辺を{ I j : 度黄禍色' 1 1 土で熱地する。さらに柱筋から約３０ｃｍ離して建物の周I ＃| に

、

暇浦寺ド肘建物辿櫛凶

l(）

玉ｲ i 列を設け，その外側には二R ｲ i やバラスを

敷き詰め，また床下にあたる部分にもバラス

を敷いている。建物の西側では柱筋から約

2 ｍ離して兇j 切りの玉石を据え，その外側に

鵬約２５ｃｍの雨落溝とみられる施設を設け

ている。この建物の時期は出土した土器から

みて，７世紀初頭をそれほどドらないものと

考えられる。

このド肘建物は玉石敷を伴うことなど飛鳥



の他の汽殿辿柵に典皿する点が多い。しかも( M( 浦寺は磯浦寓（5 9 3 ～6 0 3 ｲ ド）の跡地に造憐された

と伝えられており，今ＩＩ１ｌ検| | I したドル‘ ' i 適職が紺I | ” ( の部にあたる機然性は強いといえよう。

) ＩＩｉｌ辺地域での今後の洲i f l f の進腿を期待したい。

5．l I I I I l 寺火|い' 脚・寺域東北部（輔６次) の‘ 淵介

第４．５次, 淵在によってI I 1 l I i l i の規模が判I ﾘ』し，またl l i l l l 1 I j の建築部材が多11 t に' 1｜こしたため処

物の復腺がI I J 能になった。刺1 1 1廊の火では，r l f i 北〃1 1 ' , ｣ のﾉ 1弊↑ 排水路と南北塀を検出し，これが

難域内をl x l I I 1 i する施i 没であるI I J 能' ||§が強まった。今' ' ' １はl I i l ml i 進物のより洋細な復原資料を得る

ことと，Ｉ* i 北2 3 間を数える刺1 1 1 廊の' ' 1 火1 2 間| | での人1 1 のA裕を検討すること，さらにﾉ I 榊排

ｲ 〈路と南北塀の‘ W§ 絡をi ﾘ j らかにすることを1 i たる｜|的としてI 淵代を火施した。束I I I I I i l i の洲州ｘ

は北から９１A1 1 1からl 5 1 Hl l l までのＩｆｉ北２９ｍ，収| ﾉ Ｌｉｌ８ｍの範州で，北は第４次I 淵f { f l メに，南で

は鮒５次‘ 淵制> 〈に部瓶複する。、l j ; 域収北部では昨i - l 上堺の＃〔北隅の椎定位職に，束i ﾉ ｌｉｌＯｍ, 附

北５ｍのI 淵制ｘを投定した。

回廊１１１１伽は土|ﾊ 1床のi l i 廊で，礎｛i はすべて原位i i i f を保つ。| ; 1 #間の桁行・梁行ともに3 . 7 8ｍ

の搾間で，１尺＝36ｃｍの尚艇尺でI ; | ･帥: すれば10 . 5尺になる。’ ' ' 1伽の束' 八i 』』軌1 ' １i 化粧は，おもに

花尚ｵ ‘ { の' ' １然ｲ i を一段) ‘ / : て1 i i べたものである。ノＩ叫' ( I 脈は約６．４ｍ，礎｛i 心からﾉ ! “ 縁までのＭＩｉ

雛は１．３ｍである。火側柱ﾘ では北から1 2 1 A l l l の人｜i 推定位『' ‘ f を除けば，すべての椛間に| 脈

6 0 ～８０ｃｍ，深さが礎ｲ ｉＭｌｉから３０～３５ｃｍほどの小櫛があり，なかに瓦．跡．板ｲ i がI ; I I i め込

こんであった。これらは地役行を抜き取った後，その窄隙にＩｆＩｌｉめたものと港えられる。その時

期は第５次淵在のI ﾘ i : j , 凸によれば，9 1 1 t 紀

前､ ' 4～! | I 頃である。唯鯉I ﾉ L i 側の化卿Ｍ

は, Ｉｌ１ｌ廊I l L i l : ｉｊ然赫の東側ｲi を脹れており，

瀧の西側ｲ i より大ﾉ ﾘ ﾘ のイi を川いている。

ﾉ 1 脚[ の東側には雨淋瀧はI 没けられていな

い。建築部材は’ 淵州>〈南: ､ ド部で進ｲ J f 度が

良好である。特に１３．１４１Hl l l で述ｒ窓が

細まれた状態で川上するなど，部材の

１１ｔ・砿類が暇嵩である。／洲Ｉ１Ｉ判l ﾘ J した喫

点を鵬L Ｉする。

( 1 ) １３～1 5 間' １の蚊典のうち１本は，《

間分にわたり，その全長は１１．３２ｍであ

る。

( 2 ) 腰唯束と斗枇間小躍とが良好に残っ

ており，その満さはともに５０ｃｍと判明

した。

Ⅱ
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( 3 ) 肘木は第５次‘ 淵盃で，舌を有することが判明している。今I i l I 出土した肘木のうちの一本は

その上半部が良好に伐っており，全長が１．２ｍ，巻斗の心々 間が５０ｃｍと判明した。上面の巻

斗間には背繰りを施したｌ: にさらに柾繰りを設けている。

( 4) 茅負は３点が良好に残る。Ｌ宇状の断l I I i 形を. 11Aし，断1ｍの寸法で大小２砿がある。大ﾉI i 4の

ものは１５ｃｍ角の材で，残存長が５．７ｍに及ぶ。瓦繰りの間隔は約３１ｃｍで，柱間一間( 3 . 7 8

m) につきほぼ1 2 列並ぶ。砺木には釘で打ち付けており，釘穴間隔は長いところで２．５１ｍに及
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東、廊雌物巾央扉１１復原膜’

ぶ。小咽のものは１１ｃｍ角の材で，釘穴２本が約６０ｃｍ離れて残っている。飛木削りは瓦削り

にほぼ一致していたものと判断される。

( 5 ) 畷木舞は縦横一方を心として，そのl I l I j l I I i からl I L I 交ﾉ L j 向の木舞で挟むが，腰峨・述ｆ脇小唯

は横木舞を，１･ 供間小唯は縦木舞を心とする。

東扉口I I I I 廊の1 2 間| | で束扉｢ I を検川した。束側柱列の礎ｲ i 間には，原位間を保つ３個の花

尚満製地獲ｲ i があり，この| : に地裡材が残っていた。地渡唯のl l I h i は３つとも３２ｃｍ前後であ

る。北と1 判の地獲ｲ i には礎ｲ i の地獲唯と' １１じ幅( 2 5 ｃｍ) の切り欠きがある。地穫ｲ i の隆さは北か

ら順に，ｌＯｌｃｍ, ９０ｃｍ，９５ｃｍである。北とl 櫛の地覆ｲ i には! | i l l l 榊穴（篠８c m, 深さ５c m）が穿た

れ，北側の軸摺穴の' ' 1 には内径で６ｃｍほどのI l i l l l 綱金典が残がしていた。

辿存した部材から，扉口は連子窓を備える他の柱間とｌｌｆｌ・の川ｌ: で，柱, 1 ‘ i も変らず，一連の

尾根が続く隣造となることが判| ﾘ l した。さらに以ドの, 諸点が知られる。

( 1 ) 扉は内開きで，I l i I I I 榊穴は地復ｲ . i をＩ尚接穿つ。l l i l l I 拙穴の心々 |H1のNi 雛１．９８ｍは，柱間が商

艇尺で1 0 . 5尺なのに対して，５．５尺に､ ' ' i るｏ法降寺の6 ‘ ５尺余に較べてl j MI I I 陥が狭い。

( 2 ) ）．i 当りとなる地復は柱間いっぱい入れる。地獲の' 脈は他の旅間より狭く蚊幽の幅に揃える。

( 3 ) 扉1 1 にも内法長押は川いず，i l i l l I 摺穴を穿った別材( 蕊脹) を蚊幽に打ち付けたと判断される。

扉口付近から出土した部材に，良さ５０ｃｍでI I I I i 端水１１を斜めに切り落とし，ノミ彫りの釘穴２



ケ所を残したものと，I l i I I I 揺穴の一部とみられる断片があり，典座と渚えられる。

( 4 ) 述子窓ドの長押は，扉「I I l i l i 脇の柱で瀞に' ' １' す。

以上から復原できる扉購えは，蚊貰・地捜| A l に方１１/ : をＷ: て，地渡ｲ . i と藁座に穿ったl l i l l i 榊穴に

扉M〔を釣り込む形式となる。法隆寺I n I 廊の扉｢ 1 の塊状に較べて，開1 . - 1 部が狭く，椛成部材の少

ない簡噸な形式である。扉板の形状，関蝶の施錠施設は不明である。なお復原l x l は柱間寸法か

ら削り出した１尺＝３６ｃｍを採川し，妓小噸位を５分．２分として数値を終理したもので，幣

理途巾の僻定的数値である。

寺域東北部辿職は頑複関係から３期に大別できる。

１期には南北塀ＳＡ５００，東1 ﾉ L i 塀ＳＡ５７０，柱穴ＳＸ５７１，南北素掘り瀞ＳＤ５３０がある。南北

塀ＳＡ５００は２間分を検川しただけである。東北隅の柱は南東方向に抜き取られており，｜* i 側

の柱掘形の一部を唆している。南の住掘形には上部をノミで切断した径２９ｃｍのヒノキの柱根

が残る。柱間寸法は約２‘ ３ｍになる。東西塀ＳＡ５７０のi 7 [ i 側の柱掘形は新しい上峨で大半が壊

されていたが，柱伽形の一部と柱痕跡とを確認した。掘形の大きさと柱痕跡の様とからみて，

南北塀ＳＡ５００は' 八i にＬ' 剃犬に折れ' ' ' 1 り，東西塀ＳＡ５７０に連なるとみて間迷いない。束I ﾉ [ i 塀

ＳＡ５７０は，従来北限をI I I 1 i する塀の一部と考えられていた住穴( Ａ地点) に述なるのであろう。時

期を特定できる手懸りはないが，鱗・識蝋建ｳ : 時には〃在したとみられる。位慨・規模からみ

て，南北塀ＳＡ５００，及び東西塀ＳＡ５７０は，寺域内のl x I I I I i 施投の可能性が強いと肴えられる。

溝ＳＤ５３０は，上l WI １３．５ｍ，深さ３０～4 0ｃｍ・瀧ＳＤ５３０の火ﾉ ＩＩ部で柱穴ＳＸ５７１を検出した。

経３７ｃｍのケヤキの柱根が残る。１１期の辿櫛には｜; 1 ; 穴ＳＸ５７６，賠渠ＳＸ5 7 3 . 5 7 4 , イi 組瀧ＳＤ

５３１がある。暗渠ＳＸ５７３は底と側に噂を川い，蝿- | : から奈良時代イミの瓦が' ' １土した。陪染

ＳＸ５７４は，暗渠ＳＸ５７３を改作した暗渠で，東側は暗渠ＳＸ５７３の噂をそのまま使い，餌側

をｲ i 組とする。埋土から平城檎' Ⅲ期に属する杯が出･ ｋした。暗渠の｣ 蔦部には上塀状の櫛築物の

序在を推定することができる。行組稚ＳＤ５３１は，上l 陥が６５ｃｍ，深さが４０～６０ｃｍである。

埋上からは多1 1 t の瓦，そして_ ' 二馬・上師器・須恵器・｝､ ( : 色上器が出土した。土器では1 1 1 1蹄L l I i i l

半喚までの遺物が含まれる。

1 1 1 期には陪渠ＳＸ５７３･ 5 7 4 を唆して上峨ＳＫ５７５が掘られた。土城ＳＫ５７５の埋土から1 0 1 1 1

紀から1 2 1 1 1 : 紀l i i r l 4 にわたる土器が多く' ' １上した。

ＩＦ城東北部調在辿閥又’

一Ｍ一

以上のように，今ｌＩ１Ｉの洲侮において，束

l l I I l i l i の扉位統を確認し，その櫛造を復原で

きる資料を得るとともに，寺城東北部の災

態を解明する下懸りを得た。I l I I I I 寺の全体

像を理解するためには南門，あるいは佃腸，

食蝋などの諸施設を明らかにすることが今

後の砺要な課題である。( / ｋド1 1 辿・深深芳樹）


